
キュプリアヌスのカトリック教会の一致について

第一章
巧妙な敵の
悪巧みを見
抜き警戒せ
よ

よく気を配
り、洞察し警
戒するより
ほかにふさ
わしいこと
があろうか

神の僕を圧倒し堕落さ
せようとして公然と戦い
を挑み、攻撃をしかけ
て来る場合はまだまし

である

見せかけの平和で
惑わし隠れた道を
這い寄ってくるので
「蛇」と名づけられ
た敵は、特に恐れ
警戒しなければなら

ない

第二章
永遠の生命
を得るため
に守り行う
べき掟

キリストの足
跡を歩むた
めに、一つ
の掟の模範
が与えられ
ている

キリストのこの掟を守らなけれ
ば、どうして永遠の生命を得る
ことができるであろうか

信仰の掟を
守らない者
について、ど
うしてキリス
トを信じてい
ると言える
であろうか

誤謬の精神
に捉われ
て、風に舞う
塵のようり
吹き散らさ
れるであろ
う

第三章
巧みなごまかしに
用心せよ

キリストの到来によ
り、見破られ追放さ
れた悪魔は、新た
なごまかしを考案し

た

自分の偶像
が見放され
た

自分を祀ってい
た神殿や寺院
が信徒から見捨
てられた

悪魔は異端を
作り分離をかも
しだし一致を分
裂させるため
に、信仰を覆い
隠し、真理を捏
造する

すでに光に近付
きこの世の闇か
ら逃れることが
できたと思い込
んでいる者を、
悪魔は新たな
闇で包んでしま

う

その人はキリス
トの福音に従わ
ず掟も守らなく
なっているの
に、自分はキリ
スト教徒だと自
称するようにな

る

こういうことが起こるのは、われわれが
真理の源に帰らず、その泉を訪ねず、
天の教師の戒めを守ろうとしないから

その提供するも
のといえば、昼
のかわりの夜、
救いのかわりに
滅び、希望とみ
せかけた絶望、
信仰を口実にし
た背教と不信

第四章
教会の一致
とその起源

このことを
立証するに
は真理をよ
うやくするだ
けで、容易
に確信させ
ることがで
きる

主はペトロに言
われた。「あな
たはペトロ。私
はこの岩の上に
私の教会を建
てる」主は一人
の人物の上に
教会を建てられ

た。

主はその一致を
よく示すため
に、全権をもっ
てこの一致の起
源は一人の人
物に由来するこ
とを定められた

主は復活の後
に使徒たちおの
おのに同じ権能
を授けた

その由来は一
致から出ている
のである

それによって教
会が一つである
ことが証明され
るためである

教会の一致は
「雅歌」の中で
聖霊が主の代
役を努めて言っ
ている

教会のこの一致を
保たない者が、自
分は信仰をもってい
ると考えるのであろ

うか

使徒聖パウロは次の言葉で同じことを
教えている「主は一人、信仰は一つ、洗
礼は一つ、すべてのものの父である神

は唯一です」

第五章
教会は豊かな
実りを産み続け
る一人の母であ

る

われわれはこの一
致を揺らぐことなく
確保し擁護しなけ
ればならない。司教
職は一つであり分ち
えないことを証明す

るため
司教職は一つであり、各人は全体のた
めにおのおのの役目をもっている

教会は一つであるが、さらに広まってい
る。樹木のように枝は多いが、一つの
強い根の上に幹を据えている

太陽のように光線は多いが、光は一つ

泉kら多くの小川が流れ出て豊かさを
現している

教会は一人
の母であ
る。われわ
れはその胎
内から生ま
れ、その乳
で養われ、
その精神で
活かされて
いる

第六章
神の力に
よって到来
している一
致を保つこ
と

キリストの花
嫁（教会）に
は、姦通に
誘われるよ
うなことはあ
りえない。

彼女は神のた
めにわれわれを
守ってくれ、産
んだ子を神の国
に渡す

教会から離れて
姦婦と交わる者
は皆、教会の与
える約束からも
離れていく

教会から離れ去
る者はキリスト
の報いも受ける
ことができない

彼は「よ
そもの」
であり、
敵対す
るもの

教会を母としてもたない者は、
神を父としてもつことができな

い

教会以外の場所に集う者は、キ
リストの教会を散らす者である

第七章
一枚織りのキリ
ストの衣服とそ
の神秘的な意

味

イエス・キリスト
の衣服は分けら
れず、裂かれず
に、完全な形の
ままの衣服とし
て受け取られた

この衣服には一
致があった。上
からの、すなわ
ち、天から、父
から下った一致
である。

キリストの教会
を引き裂く者
は、キリストの衣
服をもつことが
できない

これとは逆に、ソロ
モンの死後、国民
は分裂したが、預
言者アヒヤは自分
の衣服を十二切れ
に引き裂いた

キリストはその衣服
の神秘的なしるしに
よって、教会の一致
を明らかに示された

第八章
信徒にとって、
唯一の教会以
外に家はない

キリストの教会を分割できると
思い込む者、あえて分割を企
てる者ほど、冒涜、不忠実、不
和、狂気の沙汰に狂っている者

があろうか

一つの場所に多くの羊飼いが、
あるいは多くの群れがありうる
と、誰が信じることができようか

あなたは教会か
ら離れて別な建
物を建てた者
が、独り立ちし
て生きていける
と思うのであろ

うか

「出エジプト記」
の法にある過ぎ
越しの祭の神秘
は、キリストのか
たどりとして殺
される子羊が、
一つの家で食
べられなけらば
ならないという
内容にほかなら

ない

信徒にとって、
唯一の教会以
外に家はない

教会の兄弟た
ちが鳩のように
愛を真似、子羊
や羊のように柔
和、従順になる

ため

離反者の狼の残忍
さ、犬の凶暴さ、蛇
の猛毒、野獣の残
酷さなどが、キリス
ト教徒にあるとは何

ごとか

鳩やキリストの羊た
ちが残忍で有害な
汚染にさらされない
ために、そのような
者が教会から離脱
することをわれわれ
は喜び祝うべき

誰も善人が教
会から離脱する
と思ってはなら

ない

使徒ヨハネの戒
めの言葉があて
はまる。「彼らは
私たちから去っ
ていきました
が、元々仲間で
はなかったので

す」

第一〇章
和合のない
不誠実のも
たらす悪影
響

こういうわけで、
異端がたびた
び起こり、今も
続出している。

主はこう
なること
も許し、
忍んで
おられる

それは、われわれの自由意志
が独立していて束縛を受けず、
真理の識別によって心も精神も
試し、試された者の汚れのない
信仰が明るく光り輝くためであ

る

こうして審判の日の前に、
善人と悪人の魂は選り分け
られ、籾殻は麦から取り除

かれる

こうした者らは、神の命
令なしに独断で自らを
上長に据える者、誰か
らも司教の地位を与え
られないのに自ら司教
の名を横取りする者で

ある

迫害が信仰の試しであるとする考え棄教者に対する断罪

第一一章
空しい言葉
を語る者、
平和を破る
者の結末

主は同じことを
示して言われる
「生ける水の源
である私を棄て
て、無用の水溜
を掘った

唯一の洗礼
のほかに洗
礼などない
のに、彼ら
は自分たち
で洗礼を授
けることが
できると妄
想している

生ける水の源を捨
てたのに、彼らは命
と救いの水の恩恵
を約束する。そこで
は、人は浄められる
ことなく、かえって
汚される

主の平和を破った
者は、主の平和の
報いを受けることが

できない

第一二章
実りある祈りに必要
なのは頭数ではな
く、心の一致である

主は「どんな願い事であれ、あ
なたがたのうち二人が地上で
心を一つにして求めるなら、私
の天の父はそれを叶えて下さ
る。二人または三人が私の名
によって集まる所には、私もそ
のなかにいるのである」と言わ

れた

福音書を曲解
する者は後半の
部分を引用し、
全半を顧みない

主は「人数」
ではなく、願
い事をする
者の「一致」
が最も大切
だと、示され

た

多数の者の一
致していない祈
りよりも、少数の
者の一致した祈
りのほうが、より
多くの実りを得
られる

第一三章
兄弟と仲直りしてか
ら、神に祈る

自分の兄弟に対して敵
対するような者に、どの
ような平和の見込みが

あるだろうか

司祭を妬む敵は、どん
な供え物を捧げよう思

うのか

真の信仰を固く
保っていない者
もまた、キリスト
教徒であるとみ
なすわけにはい
かない

第一五章
愛の掟と一致の
大切さ

神が慈悲深い
裁き手であると
知るためには、
まず人はその掟
と戒めに従わな
ければならない

主は自らの教えを授けるにあ
たって、愛を教えると同時に一
致を教えられた。二つの掟を
もって預言者と律法全体をまと

め上げられた

主はこう言われた「第一の掟は
これである。あなたの神である
主を愛しなさい。第二の掟はこ
れである。隣人を自分のように

愛しなさい

信仰を分断
し、尊い神
秘を汚す者
は、いったい
どういう一致
を保ってい
るというので
あろうか

第一六章
世の終わりの困
難な時期のあり

さま

異端の迷いと分
裂の有害な滅
びが、はびこり
始めている。世
の終わりには当
然こうならなけ
ればならない

第一七章
背教者に惑わさ
れるな

ある者は、偽預
言者と同じよう
に背教者になっ
てしまったの
で、こういう者に
用心しなければ
ならない

われわれはこういう者に
は背を向けるべきであ
り、一度教会を離れて
しまった者は避けるべき

である

キリストの聖職者と信
徒から自らを切り離して
いる者が、キリストとと
もにいるとでも空想して
いるのであろうか

第一八章
神の命令に逆ら
う者とその結末

コラとダタンとアビラムも、
モーセとアロンに逆らって、
その暴挙の償いを果たさな
ければならなくなった

アロンの息子たちも神の命
令に反して、主の御前で焼

け死んだ

第一九章
教会に逆らう者
と背教者の違い

彼らの模倣者で
あり後継者であ
る人々は、神の
聖伝を軽んじ
て、人間の発明
による宗派を作
り出している

これは、犯した罪を
悔い完全な償いを
もって神に心から嘆
願する背教者より
も、重い罪なのだ

背教者の場合、教
会を求め嘆願する
が、この場合は教
会に反逆するので

ある

後に殉教した場
合の背教者は
天国の約束を
得られるが、後
者は教会の約
束する報いを得
ることはできな

い

第二〇章
信仰を告白した
者でも、後に神
の道から逸れる
こともある

後に邪道に迷い込
み、同じ大きな罪を
犯した者が何人も
いたようだが、それ
を聞いて驚いては
ならない

信仰告白そのもの
は、人間を悪魔の
罠から解放するもの

ではない

それは、この世にいる者
にとって誘惑、危険、世
の攻撃に対する完全な
保証を与えるものでは

ない

もしそうならば、後になって
詐欺、淫乱、姦通などの罪
を犯したりするのを見ること

はないはず

ソロモンでさえ、神の道
を歩んでいるうちは神
から受けた恩恵を保っ
ていたが、神の道を捨
てた後はその恩恵も

失った

第二一章
信仰告白をした
者はさらにへりく
だるべきである

信仰告白は栄
光の第一歩で
ある。それはま
だ称賛を完成し
たのではなく、
名誉の始まりに
すぎない

信仰告白者であるな
ら、危険はさらに増大す

る

信仰告白者であるな
ら、前よりいっそう神の
福音に味方して立たな
ければならない

信仰告白をした者であ
るなら、さらに謙遜にな

りなさい

神の言葉、父である
神の力、英知である
キリストは自らへりく
だってこの世に来ら
れたので、父によっ
て高められた

信仰を告白した
者の舌が、悪口
好きの、ふとど
きな舌であって
はならない

第二二章
信仰告白をした
者はキリストの
平和を保つ

裏切り者のユダ
が仲間を離れ
ても、それに
よって使徒たち
の信仰もその堅
固さも打ち倒さ
れることはな
かった

ここでも何人か
の信仰が壊され
たが、損害とは
ならなかった

他方、信仰告白
者の大部分は、
依然としてしっ
かりと立ってい

る

かつて仲間
であっても
後に信仰を
捨てた者に
対しては、
彼は自ら身
を引き離し、
罪の汚れを
免れて、キリ
ストの平和
を保つに値
する者と
なった

第二三章
救いへの道を誤
りなく歩み続け
るべきである

私の望みと心配
と戒めは、母な
る教会が一致し
た民の一つの
体を、自分の体
に包み込むよう
にということ

第九章
純真さをもって
和合を保つよう

に

それゆえ、聖霊
も鳩の形で下っ

た

鳩は、何
ごとにも
和合の
掟を守
る

この純真さ
こそは教会
にも知られ
なければな
らない

われわれの有
益な忠告が、分
裂の指導者、背
教の張本人た
ちを救いの道に
呼び戻すことが
できなければ、
せめてあなたが
ただけは、偽り
の罠から逃れる
ようにしなさい

第二三章
救いへの道を誤
りなく歩み続け
るべきである

私の望みと心配
と戒めは、母な
る教会が一致し
た民の一つの
体を、自分の体
に包み込むよう
にということ

第一四章
背教によってキ
リストの愛を汚
した者

こういう異端者
はたとえ神の名
を信仰告白して
も、殺されても、
流した血によっ
てその汚れが
洗い浄められる
ことはない

兄弟愛を守り抜
けなかった者
が、自らを殉教
者と証明するこ
となどできない

愛をもたない者は、
神をもっていない

私があなたがたを愛したように、互いに愛
し合いなさい。これが私の掟である

神の教会において、心
を一つにした和合をも
たなかった者は、神とと
もに住まうこともできな

い

彼らが焼かれて
も、それは背教
の罰にすぎない

第二四章
平和を実現する
者として励むべ
きである

主は次のように
言われた「私
は、平和をあな
たがたに残し、
私の平和をあな
たがたに与え

る」

第二五章
心を一つにして
祈る使徒たちの

模範

使徒たちのあい
だには、このよ
うな和合があっ
た。信徒のあた
らしい民の中で
も主の掟が守ら
れ、まことの愛
が保たれていた

第二六章
今のわれわれ
の信仰の程度

かつて人々は財
産を売り払い、
その値を貧しい
者のために使う
ようにと使徒た
ちに差し出した

今では、全収入
の十分の一さえ
もわれわれは献
納していない

主は売り払うこ
とを命じたにも
かかわらず、わ
れわれは物を買
い集め、持ち物
を増やしている

神への畏敬、正
義の掟、愛、慈
悲について、忠
実な信仰を今
見出すことがで
きない

良心が信じるよ
うになれば、
我々は危険を免
れるであろう

第二七章
目を覚まして主
の訪れを待機す
べきである

昔の惰眠を振
払って、主の教
訓を守り実行す
るように目覚め
ていよう。

A

A’

B

この論考には若干の飛躍のあ
るA->Bを述べる時に、Aから
A’を展開した後、AとA’を二つ
用いて議論を強化しようとする

形式が多く見られる


